
い
つ
食
べ
る
か
？

横 澤 泰 雄

で
し
ょ
！

馬ウ
マ
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馬
肉
の
旨
味
が
凝
縮
さ
れ
て
い

る
部
位
〝
ネ
ッ
ク
〟
を
桜
の
チ
ッ

プ
で
燻
製
し
真
空
パ
ッ
ク
。
シ
ッ

ク
で
華
麗
な
ラ
ベ
ル
に
は
、
バ
ー

ニ
ッ
ク
・
ナ
ガ
イ
が
描
か
れ
て
い

る
ニ
ッ
ク
！
昔
か
ら
庶
民
に
親
し

ま
れ
て
い
る
馬
肉
を
、
ち
ょ
っ
と

背
伸
び
さ
せ
て
プ
チ
セ
レ
ブ
な
感

じ
を
演
出
。
素
材
や
調
理
方
法
は

も
ち
ろ
ん
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
や
ネ
ー

ミ
ン
グ
に
も
相
当
こ
だ
わ
り
ま
し

た
。
そ
の
ま
ま
食
べ
て
も
、
料
理

に
使
っ
て
も
美
味
し
い
逸
品
。
新

し
い
の
に
懐
か
し
い
味
と
言
っ
た

ら
「
馬
旨
っ
！ 

ス
モ
ー
ク
」
で

し
ょ
！

㈲
え
ん
ど
う
肉
店
の

「
馬
旨
っ
！ 

ス
モ
ー
ク
」

2
日
㈪	

工
業
部
会
役
員
会
（
研
修
室
）

	

青
年
部
会
役
員
会
（
研
修
室
）

4
日
㈬	

労
働
保
険
委
託
事
業
主
説
明
会
（
ア
イ
リ
ス
）

	

建
設
部
会
臨
時
総
会
（
ア
ゼ
リ
ア
）

5
日
㈭	

女
性
会
全
国
大
会
（
仙
台
市
）

	

情
報
・
サ
ー
ビ
ス
部
会
臨
時
総
会
（
さ
く
ら
）

9
日
㈪　

生
活
衛
生
・
観
光
部
会
臨
時
総
会
（
す
し
て
つ
）

	

商
業
部
会
臨
時
総
会
（
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
）

10
日
㈫　

山
形
県
商
工
会
議
所
連
合
会
・
県
知
事
と
の
懇

談
会
（
山
形
市
）

	

工
業
部
会
臨
時
総
会
（
研
修
室
）

12
日
㈭　

消
費
税
増
税
対
策
セ
ミ
ナ
ー
（
ア
イ
リ
ス
）

	

青
色
申
告
会
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
（
上
山
市
）

13
日
㈮　

選
挙
会
（
会
頭
室
）

	

中
小
企
業
者
と
県
と
の
意
見
交
換
会
（
置
賜
総

合
支
庁
）

17
日
㈫	

日
本
商
工
会
議
所
委
員
会（
東
京
商
工
会
議
所
）

19
日
㈭　

日
本
商
工
会
議
所
通
常
会
員
総
会
（
帝
国
ホ
テ

ル
）

20
日
㈮　

青
年
部
県
連
臨
時
総
会
（
天
童
市
）

21
日
㈬　

青
年
部
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
（
天
童
市
）

今
月
の
行
事
予
定
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借
入
手
続
き
が
済
ん
だ
7
月
工
事
着
工
。

建
設
業
社
丸
投
げ
は
せ
ず
、
少
し
で
も
費
用

節
約
す
る
た
め
に
中
古
建
築
資
材
を
く
ま
な

く
探
し
当
て
た
。
作
業
も
同
様
。
大
型
建
機

を
使
わ
ず
に
極
力
自
己
調
達
し
た
小
型
建
機

と
本
人
た
ち
に
よ
る
手
作
業
で
。
建
設
当
時

の
8
月
に
経
過
を
見
に
出
向
い
た
と
き
、
二

人
で
基
礎
工
事
の
地
盤
掘
削
中
、
真
っ
黒
に

作
業
焼
け
し
て
い
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
る
。

す
っ
か
り
日
の
短
く
な
っ
た
秋
（
10
月
末
）

完
工
を
迎
え
た
。

■
開
業
後
に
変
化
は

　

変
わ
っ
た
こ
と
は
？
の
問
い
に
「
整
備
工

場
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
時
代
は
宅
配
弁
当
。
今
は

毎
日
自
宅
弁
当
持
参
で
す
。勤
務
時
間
も
あ
っ

て
な
い
よ
う
な
も
の
で
、
朝
早
く
か
ら
大
体

8
時
ご
ろ
（
…
っ
て
い
う
こ
と
に
し
て
く
だ

さ
い
）
ま
で
」
忙
し
い
と
い
う
か
、暇
が
な
い
、

楽
し
み
の
バ
イ
ク
ツ
ー
リ
ン
グ
も
「
通
勤
以

外
乗
れ
て
い
ま
せ

ん
」

　

当
面
の
目
標
？

に
は
「
事
務
所
棟

	（
今
は
プ
レ
ハ
ブ

な
の
で
）
増
築
で

す
か
ね
」

創業者たち
シリーズ

　

前
会
長
の
菊
地
栄
さ
ん(

菊
地
工

務
店)

か
ら
代
わ
っ
て
先
ご
ろ
の
総

会
で
推
挙
さ
れ
た
。

　

ご
本
人
は
、（
た
ま
た
ま
）
養
子

縁
組
や
婿
養
子
家
系
の
「
寺
嶋
家

１
０
０
年
目
の
男
児
」
と
し
て
、
昭

和
18
年
5
月
に
生
ま
れ
た
。
必
然
的

に
家
業
を
継
ぐ
べ
く
長
井
高
校
─
東

京
農
大
（
醸
造
学
）
へ
と
進
む
。
学

生
時
代
は
三
軒
茶
屋
と
下
北
沢
の
中

間
点
・
下
代
田
（
し
も
だ
い
た
／
現
・

代
田
）に
住
ん
だ
。10
人
の
下
宿
に
は
、

偶
然
長
井
出
身
が
3
人
。「
楽
し
く
暮

ら
し
た
」
大
学
時
代
、「
環
境
を
整
え

れ
ば
従
順
に
活
動
す
る
」
微
生
物
の

研
究
に
没
頭
。「
研
究
室
に
残
ら
な
い

か
と
声
が
掛
か
っ
た
」
同
じ
グ
ル
ー

プ
の
内
、
4
人
が
学
内
に
残
り
教
授

に
就
任
し
て
い
る
。

　

長
井
に
は
昭
和
41
年
帰
郷
。
当
時

の
酒
蔵
に
は
10
月
下
旬
に
な
る
と
南

部
杜
氏
（
岩
手
）
や
お
手
伝
い
さ
ん

（
女
子
）
が
10
人
以
上
が
寝
泊
り
し
賑

や
か
に
、
本
人
は
酒
造
り
の
傍
ら
配

達
や
セ
ー
ル
ス
に
立
ち
回
っ
た
。
酒

名
の
朝
瀧
（
あ
さ
た
き
）
は
、
朝
日

連
峰
よ
り
流
れ
落
ち
る
滝
の
音
が
あ

た
か
も
酒
樽
を
打
つ
音
の
よ
う
に
聞

こ
え
た
こ
と
か
ら
命
名
。「
と
も
」
は

米
を
35
％
ま
で
磨
き
あ
げ
て
仕
込
む

純
米
大
吟
醸
酒
。
ほ
か
に
純
米
吟
醸

酒
、純
米
酒
、本
醸
造
酒
な
ど
が
あ
る
。

原
料
米
は
山
田
錦
、
ま
い
ひ
め
な
ど
。

　
「
今
は
最
盛
期（
消
費
量
）の
3
分

の
2
く
ら
い
。
で
も
、
最
盛
期
っ

て
い
つ
な
ん
で
し
ょ
う
か
。
工
夫

と
試
行
錯
誤
の
連
続
で
す
」。
蔵
元

の
「
寺
嶋
酒
造
本
舗
」
は
明
治
34
年

（
１
９
０
１
）創
業
。
所
在
地
は
長
井

市
寺
泉
。
ご
本
人
で
4
代
目
。
酒
は

初
代
か
ら
数
え
て
飲
む
、
飲
む
、
飲

ま
な
い
、
飲
ま
な
い
（
ご
本
人
）。

■
あ
せ
ら
ず
計
画
を
共
有

　

開
業
予
定
地
は
福
嶋
さ
ん
の
ご
両
親
の
支

援
で
調
達
済
み
。
建
築
・
設
備
費
用
と
運
転

資
金
（
固
定
費
の
3
か
月
分
）
を
合
計
、
自

己
資
金
を
差
引
き
不
足
分
を
日
本
政
策
金
融

公
庫
か
ら
調
達
す
る
こ
と
に
。

　

一
般
に
創
業
時
は
、
創
業
準
備
や
開
業
準

備
を
す
る
た
め
に
特
別
な
費
用
が
計
上
さ
れ

る
可
能
性
が
多
く
、
赤
字
と
な
る
可
能
性
が

高
い
。
こ
の
た
め
、
当
初
計
画
し
た
売
上
等

が
概
ね
7
割
を
達
成
し
て
い
る
形
で
赤
字
に

な
っ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
現
況
赤
字
で
も

正
常
先
と
判
断
で
き
る
こ
と
、
加
え
て
、
概

ね
5
年
以
内
に
黒
字
化
す
る
計
画
を
作
り
上

げ
る
こ
と
に
し
た
。
年
次
で
捉
え
ず
、
月
次

の
営
業
活
動
を
行
う
上
で
十
分
に
収
益
が
あ

げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
大
切
、
と
い
う
目
標

を
共
有
し
計
画
を
絞
り
込
ん
だ
。

■
自
ら
建
設
作
業
で
開
業
費
用
削
減

　

月
間
売
上
目
標
を　

延
べ
入
庫
台
数
×
単

価
で
「
後
ろ
向
き
に
」
設
定
、
仕
入
率
を

40
％
と
日
本
政
策
金
融
公
庫
の
経
営
指
標
に

基
づ
き
算
出
。
販
売
管
理
費
を
一
つ
ず
つ
精

査
。
開
業
費
用
・
減
価
償
却
費
も
経
費
に
算

入
し
、
借
入
す
る
開
業
資
金
を
利
益
で
償
還

す
る
計
画
に
。

⑤ 長井青色申告会 会長

寺 嶋 嘉 重さん

自動車板金塗装・整備の創業事例
ボディショップ・RISE( レイズ )の場合 ②　　長井市九野本 生涯学習プラザ西

●子どもさんたちは既に独立。妻と二人暮らし。
山形県酒造組合理事。

●整備工場には黄色に塗られた
外装品が乾燥機にかけられて
いた。簡単な整備から修理、
大掛かりなフレーム修正、塗
装まで対応。

●塗装ブースは文字通
り塗装する室。でき
るだけホコリを付け
ずに塗装〜その場で
乾燥できる。

寺嶋酒造本舗
■住　所：〒 993 � 0061　長井市寺泉 3496
■電　話：0238 � 84 � 5388
■ＦＡＸ：0238 � 84 � 5389
■代表者：寺嶋嘉重（てらしまかじゅう）
■創業年：明治 34 年（1901年）
■E-mail：infosake@yamagata-sake.or.jp

★ 生涯学習
　プラザ

ボディショップ
レイズ

87-0277
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今
年
は
任
期
満
了
に
伴
う
商
工
会
議
所

議
員
改
選
の
年
で
す
。
一
号
議
員
、
二
号

議
員
の
選
任
を
次
の
要
領
で
行
い
ま
す
。

　

一
号
議
員
選
任
に
つ
い
て

　

一
号
議
員
と
は
、
会
員
の
う
ち
か
ら
立

候
補
し
、
会
員
お
よ
び
会
員
以
外
の
特
定

商
工
業
者
の
投
票
に
よ
っ
て
選
出
す
る
議

員
35
人
で
す
。

■
投
票
・
開
票
■

　

立
候
補
が
定
数
を
越
え
た
場
合
、
10
月

15
日
㈫
に
、
長
井
商
工
会
議
所
に
お
い
て

無
記
名
単
記
制
で
行
わ
れ
、
即
日
開
票
を

行
い
ま
す
。
投
票
に
は
入
場
券
が
必
要
で

す
。

■
立
候
補
■

　

立
候
補
す
る
資
格
は
選
挙
権
を
有
す
る

会
員
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
受
付
期
間
は

9
月
17
日
か
ら
10
月
7
日
ま
で
で
す
。

　

二
号
議
員
選
任
に
つ
い
て

　

二
号
議
員
と
は
、
各
部
会
が
部
会
員
の

う
ち
か
ら
選
任
し
た
議
員
で
す
。

　

各
部
会
の
議
員
割
当
数
と
議
員
選
任
の

た
め
の
臨
時
総
会
開
催
日
程
は
以
下
の
通

り
で
す
。

【
商
業
部
会　

6
人
】

日
時
：
9
月
9
日
㈪　

午
後
6
時
30
分

会
場
：
Ｔ
Ａ
Ｓ
5
階　

フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン

【
工
業
部
会　

5
人
】

日
時
：
9
月
10
日
㈫　

午
後
5
時

会
場
：
研
修
室

【
建
設
部
会　

5
人
】

日
時
：
9
月
4
日
㈬　

午
後
5
時

会
場
：
Ｔ
Ａ
Ｓ
3
階　

ア
ゼ
リ
ア

【
金
融
・
保
険
部
会　

1
人
】

日
時
：
9
月
6
日
㈮　

正
午

会
場
：
Ｔ
Ａ
Ｓ
9
階　

井
井
殿

【
生
活
衛
生
・
観
光
部
会　

3
人
】

日
時
：
9
月
9
日
㈪　

午
後
6
時

会
場
：
す
し
て
つ

【
情
報
・
サ
ー
ビ
ス
部
会　

5
人
】

日
時
：
9
月
5
日
㈭　

午
後
6
時

会
場
：
Ｔ
Ａ
Ｓ
3
階　

さ
く
ら

※
総
会
の
ご
案
内
は
部
会
ご
と
行
い
ま
す

が
、
万
障
繰
り
合
わ
せ
の
う
え
ご
出
席

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

三
号
議
員
選
任
に
つ
い
て

　

8
月
21
日
に
開
催
さ
れ
た
第
３
５
２
回

常
議
員
会
の
同
意
を
得
て
、
会
頭
が
選
任

し
ま
し
た
。

三
号
議
員
（
10
名
）

１
．
大
泉
建
設
㈱
（
本
町
一
丁
目
2
番
１

号
）

２
．
㈱
喜
助
（
屋
城
町
4
番
45
号
）

３
．
テ
ク
ノ
・
モ
リ
オ
カ
㈱
（
成
田

２
６
１
３
）

４
．
㈱
長
井
製
作
所
（
四
ツ
谷
一
丁
目

４
番
36
号
）

５
．
那
須
建
設
㈱
（
屋
城
町
７
番
１
号
）

６
．
㈱
ベ
ル
テ
ィ
ー
サ
イ
ト
ウ
（
本
町
二

丁
目
7
番
21
号
）

７
．
㈱
マ
ツ
キ
（
緑
町
7
番
45
号
）

８
．
㈱
山
形
銀
行
長
井
支
店
（
栄
町
11
番

14
号
）

９
．
山
形
精
密
鋳
造
㈱
（
成
田
７
６
８
番

地
の
2
）

10
．
山
形
中
央
信
用
組
合
（
本
町
一
丁
目

3
番
3
号
）

　

選
挙
立
会
人
の
委
嘱

　

議
員
の
選
挙
・
選
任
に
関
す
る
こ
と
を

管
理
す
る
た
め
、「
選
挙
会
」
が
設
置
さ

れ
ま
す
。
選
挙
会
は
、
選
挙
長
と
選
挙
立

会
人
で
構
成
さ
れ
、
選
挙
長
は
「
議
員
の

選
挙
お
よ
び
選
任
に
関
す
る
規
約
」
第
4

条
第
3
項
に
よ
り
、
佐
藤
義
夫
専
務
理
事

が
任
命
さ
れ
、
ま
た
同
規
約
に
よ
り
選
挙

長
か
ら
次
の
4
名
の
選
挙
委
員
が
7
月
24

日
㈬
委
嘱
さ
れ
、
同
日
第
1
回
選
挙
会
を

開
催
し
、
議
員
選
任
日
程
、
選
挙
負
担
金

（
3
万
円
）、
選
挙
人
名
簿
縦
覧
の
公
示
を

決
定
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
8
月
26
日
㈪
第

2
回
選
挙
会
を
開
き
、
3
号
議
員
選
任
の

公
示
、
2
号
議
員
割
当
数
と
選
任
期
間
の

公
示
を
決
め
ま
し
た
。

　

選
挙
委
員

梅
津　

健
治
氏
（
梅
津
司
法
書
士
・
行
政

書
士
事
務
所
）

越
津
眞
幾
子
氏
（
平
和
堂
薬
房
）

四
釜　

幸
吉
氏
（
化
粧
品
の
店
シ
カ
マ
）

田
中　

金
雄
氏
（
田
中
魚
店
）

長
井
商
工
会
議
所

議
員
改
選

三
号
議
員
決
ま
る

選
任
日
程
の
ご
案
内
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8
月
19
日
、
長
井
商
工
会
議
所
の
商
業
、

工
業
、
建
設
、
生
活
衛
生
・
観
光
、
情
報
・

サ
ー
ビ
ス
、
金
融
・
保
険
の
6
つ
の
部
会

の
正
副
部
会
長
が
Ｔ
Ａ
Ｓ
に
集
ま
り
、
部

会
に
お
け
る
政
策
提
言
活
動
に
つ
い
て
意

見
交
換
を
行
っ
た
。

　

こ
の
懇
談
会
は
、
今
年
5
月
に
実
施
し

た
6
部
会
正
副
部
会
長
会
議
に
お
い
て
出

さ
れ
た
「
商
工
会
議
所
と
し
て
の
考
え
を

示
し
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て

県
・
市
に
働
き
か
け
て
い
く
必
要
が
あ
る
」

と
の
意
見
を
も
と
に
、
第
３
５
１
回
常
議

員
会
で
の
発
議
に
よ
り
開
催
さ
れ
た
も
の
。

事
前
に
商
業
、
工
業
、
建
設
の
3
部
会
合

同
の
正
副
部
会
長
が
打
ち
合
わ
せ
、
本
懇

談
会
の
実
施
に
至
っ
た
。

　

懇
談
会
は
、
吉
田
功
工
業
副
部
会
長
が

座
長
と
な
り
協
議
が
進
め
ら
れ
、
部
会
員

各
位
の
意
見
を
吸
い
上
げ
て
政
策
提
言
活

動
を
行
う
た
め
の
方
法
に
つ
い
て
意
見
を

出
し
合
っ
た
。
協
議
の
中
で
は
「
商
工
会

議
所
は
地
域
最
大
の
経
済
団
体
。
存
在
意

義
と
役
割
を
明
確
に
捉
え
れ
ば
、
地
域
に

と
っ
て
大
き
な
力
と
な
る
」「
地
域
を
良

く
し
た
い
思
い
は
皆
同
じ
。
議
論
の
場
が

必
要
」
等
と
い
っ
た
意
見
が
出
さ
れ
、
本

懇
談
会
を
定
期
的
に
開
催
し
て
い
く
こ
と

で
合
意
し
た
。

　

長
井
市
内
の
産
業
や
ま
ち
の
魅
力
を
広

く
市
民
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
、
長
井
商

工
会
議
所
の
今
年
度
事
業
計
画
に
挙
げ
て

い
る
「
な
が
い
産
業
フ
ェ
ア
」
の
実
施
に

あ
た
り
、
企
画
実
行
委
員
の
委
嘱
状
交
付

式
と
第
1
回
企
画
実
行
委
員
会
が
7
月
24

日
、
商
工
会
議
所
研
修
室
で
開
催
さ
れ
た
。

　

一
部
長
井
市
の
補
助
を
受
け
実
施
す
る

「
な
が
い
産
業
フ
ェ
ア
」
は
、
齋
藤
道
郎

工
業
部
会
長
を
委
員
長
と
す
る
11
名
の
企

画
実
行
委
員
が
、「
新
し
い
連
携　

イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
へ
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
を
テ
ー
マ

に
、
平
成
25
年
10
月
19
日
㈯
に
Ｔ
Ａ
Ｓ
を

会
場
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
を
決
定
。
長

井
商
工
会
議
所
、
長
井
市
、（
一
財
）
置

賜
地
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
を
事
務

局
と
し
、
企
画
案
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

日
本
政
策
金
融
公
庫
米
沢
支
店
長
が
講
話

　

本
年
度
第
一
回
目
の
支
部
長
会
議
を
8

月
22
日
に
研
修
室
で
開
催
し
、
商
工
会
議

所
の
事
業
計
画
の
説
明
や
地
域
の
動
き
な

ど
を
報
告
し
た
。

　

会
議
の
後
半
で
は
、

㈱
日
本
政
策
金
融
公

庫
米
沢
支
店
の
山
邉

伸
夫
支
店
長
か
ら

「
最
近
の
景
況
と
日

本
政
策
金
融
公
庫
の

制
度
に
つ
い
て
」
を

テ
ー
マ
に
、
経
営
に

役
立
つ
情
報
の
提
供

を
い
た
だ
い
た
。

金
融
・
保
険
部
会

　

金
融
・
保
険
部
会
は
、
8
月
2
日
に
Ｔ

Ａ
Ｓ
で
通
常
総
会
を
開
催
し
、
平
成
24
年

度
報
告
・
決
算
と
平
成
25
年
度
計
画
・
予

算
を
承
認
し
た
。
併
せ
て
、
人
事
異
動
に

伴
う
部
会
長
選
任
が
行
わ
れ
、
新
た
に
山

形
中
央
信
用
組
合
の
渋
谷
道
治
常
務
理
事

を
部
会
長
に
承
認
し
た
。

会
員
の
意
見
を
政
策
提
言
に
つ
な
げ
る
た
め
に

６部会正副部会長
懇談会を開催

●長井の産業を広く周知する「ながい産業フェア」を企画

●
支
部
長
会
議
で
各
支
部

活
動
を
報
告

10 月 19日開催決定
「ながい産業フェア」企画実行委員会

■
支
部
活
動
報
告
■

■
部
会
活
動
報
告
■
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る
こ
と
が
で
き
る
旨
の
定
め
が
な
い
こ

と
並
び
に
そ
の
貸
付
け
に
係
る
資
産
の

取
得
対
価
と
付
随
費
用
の
合
計
額
に
対

す
る
そ
の
契
約
期
間
中
に
支
払
わ
れ
る

貸
付
け
料
金
の
合
計
額
が
１
０
０
分
の

90
以
上
で
あ
る
よ
う
に
契
約
に
お
い
て

定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

　

な
お
、指
定
日
（
平
成
25
年
10
月
1
日
）

以
後
に
そ
の
資
産
の
貸
付
け
の
対
価
の
額

の
変
更
が
行
わ
れ
た
場
合
に
は
、
そ
の
変

更
後
に
お
け
る
そ
の
資
産
の
貸
付
け
に
つ

い
て
は
、
経
過
措
置
が
適
用
さ
れ
ず
新
税

率
の
8
％
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

一
般
的
に
不
動
産
の
契

約
で
は
「
賃
料
が
経
済
事

情
の
変
動
、
公
租
公
課
の

増
額
、
近
隣
の
同
種
物
件

の
賃
料
と
の
比
較
等
に
よ
っ
て
著
し
く
不
相

応
と
な
っ
た
と
こ
に
は
、
協
議
の
上
、
賃
料

を
改
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
っ
た
旨

の
規
定
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
よ
う
な
場

合
に
は
上
記
、
経
過
措
置
を
適
用
す
る
た
め

の
要
件
②
に
該
当
し
な
い
た
め
経
過
措
置
を

適
用
で
き
な
い
こ
と
に
な
り
、
そ
の
変
更
が

施
行
日（
平
成
26
年
4
月
1
日
）
以
後
で
あ
っ

た
場
合
に
は
そ
こ
か
ら
8
％
の
新
税
率
の
適

用
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
賃
料
の

変
更
が
、
例
え
ば
、
賃
借
人
が
修
繕
義
務
を

履
行
し
な
い
こ
と
に
よ
り
行
わ
れ
た
も
の
で

あ
る
な
ど
正
当
な
理
由
に
基
づ
く
も
の
で
あ

る
場
合
に
は
、
そ
の
対
価
の
変
更
に
つ
き
経

過
措
置
の
適
用
が
あ
り
ま
す
。

　

中
小
企
業
の
場
合
、
毎
月
の
リ
ー
ス

料
の
支
払
い
を
リ
ー
ス
料
と
し
て
費
用

計
上
し
て
い
る
場
合
に
は
、
特
例
と
し

て
従
来
通
り
、
毎
月
の
支
払
い
の
都
度
、

課
税
仕
入
れ
と
し
て
消
費
税
の
申
告
を

す
る
こ
と
も
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

施
行
日
前
（
平
成
26
年
3
月
31
日
以

前
）
に
リ
ー
ス
契
約
を
締
結
し
、
リ
ー

ス
資
産
の
引
渡
し
を
行
っ
た
リ
ー
ス
取

引
に
つ
い
て
こ
の
特
例
に
よ
り
賃
貸
借

処
理
を
行
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
旧
税

率
の
5
％
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

３
．「
資
産
の
貸
付
け
」
に
関
す
る
経
過
措
置

　

指
定
日
の
前
日（
平
成
25
年
9
月
30
日
）

ま
で
に
契
約
を
締
結
し
、
施
行
日
前
（
平

成
26
年
3
月
31
日
）
か
ら
引
き
続
き
そ
の

契
約
に
係
る
資
産
の
貸
付
け
を
行
っ
て
い

る
場
合
、
次
の
「
①
及
び
②
」
又
は
「
①

及
び
③
」
に
掲
げ
る
要
件
に
該
当
す
る
と

き
は
、
旧
税
率
の
5
％
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

（
経
過
措
置
を
適
用
す
る
た
め
の
要
件
）

①
資
産
の
貸
付
期
間
及
び
貸
付
期
間
中
の

対
価
の
額
が
契
約
で
定
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
。

②
事
業
者
が
事
情
の
変
更
そ
の
他
の
理
由

に
よ
り
そ
の
対
価
の
額
の
変
更
を
求
め

る
こ
と
が
で
き
る
旨
の
定
め
が
な
い
こ

と
。

③
契
約
期
間
中
に
当
事
者
の
一
方
又
は
双

方
が
い
つ
で
も
解
約
の
申
し
入
れ
を
す

て
支
払
わ
れ
る
こ
と

②
販
売
等
か
ら
最
終
支
払
期
日
ま
で
2
年

以
上
の
期
間
が
あ
る
こ
と

③
頭
金
・
申
込
金
な
ど
が
そ
の
割
賦
販
売

価
格
の
3
分
の
2
以
下
で
あ
る
こ
と

２
．「
リ
ー
ス
契
約
」
に
関
す
る
経
過
措
置

　

平
成
19
年
度
税
制
改
正
で
リ
ー
ス
取
引

の
税
務
上
の
取
り
扱
い
が
変
わ
り
ま
し
た
。

結
論
的
に
は
、
リ
ー
ス
取
引
に
つ
い
て
は

売
買
処
理
又
は
賃
借
処
理
い
ず
れ
の
場
合

に
お
い
て
も
、
リ
ー
ス
契
約
時
点
（
リ
ー

ス
資
産
の
引
渡
し
を
行
っ
た
時
点
）
の
消

費
税
率
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

（
１
）
原
則
的
な
取
扱
い

　

平
成
19
年
度
税
制
改
正
で
平
成
20
年

4
月
1
日
以
後
に
行
わ
れ
る
リ
ー
ス
取

引
（
所
有
権
移
転
外
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
・

リ
ー
ス
取
引
）
に
つ
い
て
は
、
資
産
の

売
買
取
引
と
し
て
処
理
し
、
リ
ー
ス
資

産
に
つ
い
て
は
会
計
上
、
固
定
資
産
に

計
上
し
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
リ
ー
ス
取
引
に
つ
い
て

は
、
原
則
と
し
て
リ
ー
ス
資
産
の
引
渡

し
を
行
っ
た
日
に
資
産
の
譲
渡
が
あ
っ

た
こ
と
に
な
り
、
売
買
取
引
と
同
じ
よ

う
に
譲
渡
対
価
の
全
額
が
課
税
仕
入
れ

に
な
り
ま
す
。
こ
の
場
合
の
リ
ー
ス
取

引
に
つ
い
て
は
、
経
過
措
置
が
適
用
さ

れ
ま
せ
ん
。

（
２
）
中
小
企
業
の
例
外
的
な
取
扱
い

（
は
じ
め
に
）

　

消
費
税
法
改
正
に
伴
う
消

費
税
率
の
引
上
げ
は
、
消
費

税
率
及
び
地
方
消
費
税
率
に

つ
い
て
、
次
の
と
お
り
2
段

階
で
引
き
上
げ
る
こ
と
と
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

	

前
回
は
「
請
負
工
事
等
」

に
関
す
る
経
過
措
置
を
解
説

い
た
し
ま
し
た
が
、
今
回
は

「
長
期
割
賦
販
売
等
」、「
リ
ー

ス
契
約
」、「
資
産
の
貸
付

け
」、「
指
定
役
務
の
提
供
」、

「
売
上
返
品
・
貸
倒
れ
」
な
ど
に
つ
い
て
、

経
過
措
置
の
内
容
や
対
応
方
法
等
に
つ
い

て
解
説
い
た
し
ま
す
。

１
．「
長
期
割
賦
販
売
等
」
に
関
す
る
経
過
措
置

　

施
行
日
前（
平
成
26
年
3
月
31
日
以
前
）

に
行
っ
た
「
長
期
割
賦
販
売
等
に
係
る
資

産
の
譲
渡
等
の
時
期
の
特
例
」
に
規
定
す

る
長
期
割
賦
販
売
等
に
つ
い
て
は
、
経
過

措
置
と
し
て
施
行
日
（
平
成
26
年
4
月
1

日
）
以
後
に
そ
の
支
払
期
日
が
到
来
す
る

分
に
つ
い
て
も
旧
税
率
の
５
％
が
適
用

さ
れ
ま
す
。

（
長
期
割
賦
販
売
等
の
要
件
）

長
期
割
賦
販
売
等
に
該
当
す
る
た
め
の
要

件
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
月
賦
、
年
賦
等
で
3
回
以
上
に
分
割
し

消費税率引上げに向けての経過措置の対応（第2回）

【
キ
ド
先
生
の
コ
メ
ン
ト
】

消費税率 5.0% 8.0% 10.0%

施行日 現行 平成 26 年 ４ 月 1 日 平成 27 年 10 月１日

指定日 ― 平成 25 年 10 月 1 日 平成 27 年 ４ 月 1 日



7

　

答
え
は
Ｃ
で
す
。

　

リ
ー
ス
取
引
に
つ
い
て
は
、
リ
ー
ス
契

約
を
結
び
リ
ー
ス
資
産
の
引
渡
し
を
受
け

た
時
点
で
の
消
費
税
率
を
適
用
し
ま
す
。

日
）
ま
で
の
間
に
リ
ー
ス
契
約
を
結

び
リ
ー
ス
資
産
の
引
渡
し
を
受
け
た

場
合
に
お
い
て
、
売
買
取
引
と
し
て

処
理
し
固
定
資
産
に
計
上
し
た
場
合

に
は
、
リ
ー
ス
資
産
の
全
額
が
課
税

仕
入
れ
と
な
り
、
5
％
の
消
費
税
率

が
適
用
さ
れ
ま
す
。

Ｂ　

中
小
企
業
が
指
定
日
の
前
日
（
平
成

25
年
9
月
30
日
）
ま
で
の
間
に
リ
ー

ス
契
約
を
結
び
リ
ー
ス
資
産
の
引
渡

し
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
毎
月

の
リ
ー
ス
料
の
支
払
い
の
都
度
リ
ー

ス
料
と
し
て
計
上
し
た
場
合
に
は
、

課
税
仕
入
れ
と
し
て
施
行
日
（
平
成

26
年
4
月
1
日
）
以
後
も
、
５
％
の

消
費
税
率
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

Ｃ　

中
小
企
業
が
指
定
日
の
前
日
（
平
成

25
年
9
月
30
日
）
ま
で
の
間
に
リ
ー

ス
契
約
を
結
び
リ
ー
ス
資
産
の
引
渡

し
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
毎
月

の
リ
ー
ス
料
の
支
払
い
の
都
度
リ
ー

ス
料
と
し
て
計
上
し
た
場
合
に
は
、

課
税
仕
入
れ
と
し
て
施
行
日
前
（
平

成
26
年
3
月
31
日
以
前
）
の
分
は
5

％
、施
行
日
（
平
成
26
年
4
月
1
日
）

以
後
の
分
は
8
％
、
そ
れ
ぞ
れ
の
消

費
税
率
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

し
が
あ
っ
た
」
時
点
の
課
税
期
間
で
処
理

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
仕

入
側
の
処
理
に
つ
い
て
も
同
様
で
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
際
に
適
用
す
る
税
率
は

「
返
品
・
値
引
き
・
割
戻
し
が
あ
っ
た
」

時
点
で
の
税
率
で
は
な
く
、
販
売
・
仕
入

れ
が
あ
っ
た
時
点
の
税
率
を
適
用
す
る
こ

と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
貸
倒
れ
に
つ
い
て
も
同
様
に
、

貸
倒
れ
時
点
で
の
税
率
で
は
な
く
、
販
売

時
点
の
税
率
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
施
行
日
前
（
平
成
26
年

3
月
31
日
以
前
）
に
行
っ
た
商
品
の
販
売

に
つ
い
て
、
施
行
日
（
平
成
26
年
4
月
1

日
）
以
後
に
返
品
・
値
引
き
・
割
戻
し
・

貸
倒
れ
が
あ
っ
た
場
合
に
は
旧
税
率
の

5
％
が
適
用
さ
れ
、
消
費
税
及
び
地
方
消

費
税
の
申
告
書
に
お
け
る
「
返
還
等
対
価

に
係
る
税
額
」
又
は
「
貸
倒
れ
に
係
る
税

額
」
の
計
算
を
行
い
ま
す
。

６
．
経
過
措
置
を
理
解
す
る
た
め
に

　

次
の
リ
ー
ス
取
引
に
関
す
る
Ａ
か
ら
Ｄ

ま
で
の
文
章
の
中
で
、
誤
っ
て
い
る
も
の

が
一
つ
だ
け
あ
り
ま
す
。
お
答
え
く
だ
さ

い
。

Ａ　

指
定
日
の
前
日
（
平
成
25
年
9
月
30

４
．「
指
定
役
務
の
提
供
」
に
関
す
る
経
過
措
置

　
「
指
定
役
務
の
提
供
」
と
は
、
冠
婚
葬

祭
の
た
め
の
施
設
の
提
供
そ
の
他
の
便
宜

の
提
供
に
係
る
役
務
の
提
供
を
い
い
ま
す
。

指
定
日
の
前
日
（
平
成
25
年
9
月
30
日
）

ま
で
の
間
に
締
結
し
た
指
定
役
務
の
提
供

に
係
る
契
約
で
次
の
要
件
を
満
た
す
も
の

が
経
過
措
置
の
対
象
と
な
り
、施
行
日（
平

成
26
年
4
月
1
日
）
以
後
に
そ
の
役
務
の

提
供
を
行
う
場
合
に
お
い
て
も
旧
税
率
の

5
％
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

（
経
過
措
置
を
適
用
す
る
た
め
の
要
件
）

①
そ
の
契
約
の
性
質
上
、
そ
の
役
務
の
提

供
の
時
期
を
あ
ら
か
じ
め
定
め
る
こ
と

が
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

②
そ
の
役
務
の
提
供
に
先
立
っ
て
対
価
の

全
部
又
は
一
部
が
分
割
で
支
払
わ
れ
る

契
約
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
で
あ

る
こ
と
。

③
そ
の
契
約
に
係
る
役
務
の
提
供
の
対
価

の
額
が
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

④
事
業
者
が
事
情
の
変
更
と
そ
の
他
の
理

由
に
よ
り
そ
の
対
価
の
額
の
変
更
を
求

め
る
こ
と
が
で
き
る
旨
の
定
め
が
な
い

こ
と
。

５
．「
売
上
返
品
・
貸
倒
れ
」
に
関
す
る
取
扱
い

　

商
品
の
販
売
を
行
い
、
そ
の
後
返
品
・

値
引
き
・
割
戻
し
が
あ
っ
た
場
合
、
販
売

時
点
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
処
理
を
す
る
の
で

は
な
く
、
そ
の
「
返
品
・
値
引
き
・
割
戻

　

経
過
措
置
の
対
象
と
な

る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、

原
則
と
し
て
、
そ
の
取
引

の
「
契
約
条
項
」
の
内
容

が
カ
ギ
と
な
り
ま
す
。
リ
ー
ス
契
約
や
資
産

の
貸
付
け
な
ど
は
よ
く
行
わ
れ
る
取
引
だ
と

思
い
ま
す
の
で
、今
後
の
取
引
に
お
い
て「
契

約
条
項
」
を
し
っ
か
り
と
吟
味
す
る
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。

【
キ
ド
先
生
の
コ
メ
ン
ト
】

解
　
答

ク
イ
ズ
で
す
！

城
所 

弘
明
（
キ
ド
コ
ロ 

ヒ
ロ
ア
キ
）

役
職
：
所
長 

公
認
会
計
士
・
税
理
士
・
行

政
書
士

所
属
：
城
所
会
計
事
務
所

《
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
》

横
浜
国
立
大
学
を
卒
業
し
、
１
９
８
０
年
公

認
会
計
士
及
び
税
理
士
の
登
録
。

現
在
、
日
本
公
認
会
計
士
協
会
「
経
営
研

究
調
査
会
」
事
業
承
継
専
門
部
会 

部
会
長
、

日
本
商
工
会
議
所
「
税
制
専
門
委
員
会
」
学

識
委
員
。

著
書
に
は
、『
実
践 

経
営
改
善
計
画
の
進
め

方
』（
清
文
社
）、『
社
長
さ
ん
必
読
！
プ
ロ

が
教
え
る
事
業
承
継
の
税
金
と
法
律
』（
東

洋
経
済
新
報
社
）、『
専
門
家
の
た
め
の
Ｑ
＆

Ａ
経
営
承
継
円
滑
化
法
・
事
業
承
継
税
制
徹

底
活
用
』（
ぎ
ょ
う
せ
い
）
等
が
あ
る
。
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地域経済指標・ＬＯＢＯ調査

★長井市の人口　平成25年7月31日現在
　人　口　28,749人（男 13,891人、女 14,858人）
　世帯数　9,750

地域経済指標地域経済指標
★山形県企業倒産状況 ★建築確認申請状況

★月別求人倍率・有効求人・有効求職の状況（パートタイムを含む全数）（負債総額 1,000万円以上） （長井市）
【平成25年7月末現在】
負債額単位：百万円 【平成25年7月延べ面積単位：㎡】

【業種別】 件　数
※（　）は、西置賜の数字 ％ 負債総額

（百万円） ％

一 次 産 業
（農林漁業・鉱業） 　

建 設 業 2　 40.0 36 8.7

製 造 業 　

卸 売 業 3　 60.0 377 91.3

小 売 業 　

金融・保険業

不 動 産 業

運輸・通信業

サービス業

計 5　 100.0 413 100.0
協力／㈱東京商工リサーチ山形支店 協力／ハローワーク長井

協力／長井市まち住まい整備課

新　築 増改築

専用住宅
件　　数 9 3

延べ面積 1,601.67 284.62

併用住宅
件　　数 1 0

延べ面積 109.30 0.00

そ の 他
（工場・　
店舗含）

件　　数 0 1

延べ面積 0.00 608.67

合　　計
件　　数 10 4

面　　積 1,710.97 893.29
月

項目 Ｈ24.6月 ７月 8月 9月 10 月 11 月 12 月 Ｈ25.1月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月
有効求人
倍　　率 0.66 0.72 0.65 0.66 0.67 0.76 0.74 0.71 0.81 0.84 0.69 0.71 0.78
有　　効
求 人 数 785 835 758 749 749 849 822 810 938 1,057 974 967 1,006
有　　効
求職者数 1,184 1,154 1,161 1,133 1,110 1,117 1,110 1,146 1,154 1,257 1,407 1,362 1,289

LOBO調査

産 業 別 概 況
【全国の7月調査速報】

［商工会議所早期景気観測調査］
※2013年7月16日〜22日に、全国の417商
工会議所が3,117企業などにヒアリング
（東北については、被災を免れた企業や被害が
軽微な企業から回答）

（内訳）建設業　475　製造業　745　卸売業　341
　　　　小売業　748　サービス業　808

業況ＤＩは、３カ月ぶりの改善も、仕入価格上昇に対する不安が残る

　７月の全産業合計の業況ＤＩは、▲14.1 と、前月か
ら＋3.2 ポイントの改善。好調な建設業や、持ち直し
傾向にある輸出関連企業が下支えしたほか、個人消費も
高額品を中心に堅調なことから、回復基調が続いている。
他方で、燃料（原油、ガス）や原材料の価格上昇・高止
まりに加え、人件費、電力料金などのコスト負担が増し
ている状況に変わりはなく、中小企業の中には、思うよ
うに業績改善が進まず、景気回復の実感に乏しいとの声
も聞かれる。
　先行きについては、先行き見通しＤＩが▲9.5（今
月比＋4.6 ポイント）と、改善する見込み。燃料・原
材料などの価格動向や人件費、電力料金をはじめとした
コスト負担の増大を懸念する声は依然として多いものの、
好調が続く建設業や持ち直し傾向にある製造業をけん引
役に、回復基調は続く見通し。

【建設業】「取引先からの発注が集中しており、自社や協
力会社では深刻な人手不足となっている」（一般工事業）、
「公共施設の耐震化工事が増えており、売上は好調に推
移」（一般工事業）、「分譲住宅、注文住宅ともに増加傾
向にある」（積石工事業）

【製造業】「輸入に頼っている原材料の価格上昇が続いて
おり、経営への影響が大きい」（水産食料品製造業）、「無
垢材を使った家具の売上が好調。東京や大阪での販促イ
ベントを予定しており、先行きも期待できる」（家具製
造業）、「海外向け製品の受注増加に伴い、設備投資や人
材確保を検討中」（鋳物製造業）

【卸売業】「梅雨明けが例年より早く、晴天が続いたこと
から、夏物衣料などの受注が増加」（服飾品卸売業）、「小
麦の価格上昇により収益が圧迫されているものの、受注
競争が激しく、価格転嫁に踏み切れない」（食料品卸売
業）、「消費税引き上げ前の駆け込み需要により、売上が
大幅に増加している」（建築材料卸売業）

【小売業】「夏物衣料や高額品が好調に推移。中元やセー
ルによる売上増も見込まれる」（百貨店）、「飲食店や惣
菜関連の売上が伸びている。今後は、例年以上の猛暑が
予想されることから、暑さ対策商品を強化する予定」（商
店街）、「扇風機やエアコンなどの夏物家電の引き合いが
増加。他方で、大手量販店との価格競争が激しく、利幅
は少ない」（家電販売）

【サービス業】「飲料や雑貨関連の受注が増加。自社だけ
では対応できず、一部を外注しているため、収益が思う
ように上がらない」（運送業）、「猛暑の影響により、葉
物野菜の価格が上昇。採算が悪化しており、今後の価
格動向が心配」（飲食店）、「LCC就航の効果などにより、
宿泊者数が伸びており、売上も増加」（旅館業）



長井

長井ロボットプロジェクト責任監修

　

Ｈ
ｏ
ｎ
ｄ
ａ
と
独
立
行
政
法
人
産
業
技
術
総
合
研
究
所
は
、

東
京
電
力	

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
向
け
に
、
遠
隔
操
作
で
原

子
炉
建
屋
内
1
階
高
所
の
狭
い
箇
所
な
ど
の
構
造
把
握
と
現
場

調
査
を
行
う
「
高
所
調
査
用
ロ
ボ
ッ
ト
」
を
共
同
で
開
発
し
た
。

同
ロ
ボ
ッ
ト
は
、
6
月
18
日
よ
り
建
屋
内
で
の
稼
働
開
始
し
て

い
る
。（
以
下
、
本
文
は
小
関
博
資
・
昌
和
製
作
所
社
長
）

☆

　

前
回
、
ア
メ
リ
カ
国
防
総
省D

ARPA

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ

い
て
述
べ
た
が
今
回
は
や
っ
と
活
躍
し
始
め
た
、
日
本
製
災
害

救
助
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
に
つ
い
て
触
れ
た
い
。	

	

　

　

あ
の
震
災
の
直
後
、
日
本
の
ロ
ボ
ッ
ト
が
全
く
活
躍
し
な
か
っ

た
事
実
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
の
は
、
ホ
ン
ダ
ア
シ
モ
の
技
術

者
だ
け
で
は
な
く
、
ロ
ボ
ッ
ト
研
究
で
権
威
と
言
わ
れ
て
い
た

著
名
な
大
学
研
究
者
も
同
様
で
あ
っ
た
。
実
は
日
本
の
ロ
ボ
ッ

ト
学
会
は
当
時
ま
で
分
裂
状
態
で
あ
り
、
日
本
ロ
ボ
ッ
ト
学
会
・

日
本
機
械
学
会
・
計
測
自
動
制
御
学
会
な
ど
で
同
じ
よ
う
な
研

究
が
な
さ
れ
て
い
て
、
横
の
つ
な
が
り
が
全
く
無
か
っ
た
。

　

そ
の
た
め
協
力
し
て
行
っ
て
い
れ
ば
よ
り
高
度
な
研
究
も
で

き
た
は
ず
な
の
に
、
お
互
い
反
目
し
あ
っ
て
進
捗
が
鈍
化
し
て

い
た
。

　

そ
れ
が
今
回
の
大
震
災
を
経
て
、
有
志
研
究
者
が
集
い

２
０
１
１
年
4
月
対
災
害
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
・
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス

と
い
う
組
織
を
立
ち
上
げ
た
。

　

こ
の
組
織
に
は
今
ま
で
分
裂
状
態
に
あ
っ
た
各
学
会
の
メ
ン

バ
ー
が
参
加
、
災
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興
に
必
要
な
ロ
ボ
ッ
ト

技
術
を
議
論
し
た
。

　

そ
こ
で
阪
神
大
震
災
、
東
海
村
臨
界
事
故
後
に
研
究
さ
れ
た

内
容
を
公
開
、
ロ
ボ
ッ
ト
が
放
射
線
に
ど
の
ぐ
ら
い
耐
え
ら
れ

る
か
？
災
害
対
策
に
有
効
な
ロ
ボ
ッ
ト
は
何
か
？

　

中
長
期
的
に
取
り
組
む
べ
き
課
題
は
何
か
？
に
つ
い
て
熱
く

議
論
さ
れ
た
。

　

そ
し
て
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
と
も
言
え
る
研
究
者
が
結
集
す
る

と
瞬
く
間
に
ロ
ボ
ッ
ト
が
で
き
あ
が
っ
て
き
て
い
る
。
ま
ず
は

千
葉
工
業
大
学
・
国
際
レ
ス
キ
ュ
ー
シ
ス
テ
ム
研
究
機
構
・
東

北
大
学
で
開
発
し
たQ

uince

。（
写
真
①
）
原
発
建
屋
内
の
詳

細
な
写
真
や
線
量
マ
ッ
プ
、
空
気
中
に
浮
遊
し
て
い
る
放
射
性

物
質
の
調
査
を
行
い
、
現
地
作
業
員
の
被
曝
量
軽
減
や
作
業
工

期
短
縮
に
貢
献
し
て
い
る
。
一
号
機
投
入
は
２
０
１
１
年
6
月
、

そ
の
後
改
良
を
加
え
2
号
機
、
3
号
機
を
２
０
１
２
年
3
月
か

ら
投
入
し
て
い
る
。

　

ま
た
大
学
研
究
機
関
だ
け
で
な
く
民
間
企
業
で
も
新
た
に
開

発
し
た
も
の
が
投
入
さ
れ
て
い
る
。
前
々
回
、
国
家
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
多
額
の
予
算
が
投
入
さ
れ
た
後
、
凍
結
に
な
っ
た
原
発

対
応
ロ
ボ
ッ
ト
を
紹
介
し
た
が
、
三
菱
重
工
の
マ
イ
ス
タ
ー
は

そ
れ
を
改
良
し
て
製
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。（
写
真
②
）
マ
イ

ス
タ
ー
の
特
徴
は
先
端
の
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー
ム
に
ド
リ
ル
な
ど
工

具
を
装
備
し
て
補
修
作
業
な
ど
も
行
え
る
こ
と
で
あ
る
。

　

同
機
の
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー
ム
は
、
人
の
腕
と
同
じ
よ
う
な
７
つ

の
関
節
を
持
ち
、
先
端
部
に
様
々
な
専
用
作
業
ツ
ー
ル
を
簡
単

に
着
脱
す
る
こ
と
が
可
能
。
こ
の
た
め
、
片
方
で
モ
ノ
を
把
持

し
な
が
ら
も
う
一
方
で
切
断
す
る
作
業
や
、
左
右
に
異
な
る
ツ
ー

ル
を
装
着
し
て
1
台
で
2
種
類
の
作
業
を
同
時
に
行
う
こ
と
が

で
き
る
。

　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
汚
染
調
査
用
に
開
発
し
た
ド
リ
ル
や
ハ
ン

ド
（
挟
み
爪
）
な
ど
の
専
用
ツ
ー
ル
を
同
機
に
装
備
す
る
こ
と
で
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
壁
や
床
か
ら
70
㎜
程
度
の
深
さ
ま
で
の
サ
ン

プ
ル
を
遠
隔
操
作
で
採
取
で
き
る
た
め
、
人
が
近
づ
け
な
い
高

線
量
域
に
お
け
る
汚
染
状
況
調
査
が
可
能
で
あ
る
。

　

た
だ
し
上
記Q

uince

の
本
体
重
量
は
約
50
㎏
な
の
に
対
し

て
、
マ
イ
ス
タ
ー
は
４
４
０
㎏
あ
る
の
で
、
そ
の
重
量
に
床
が

耐
え
ら
れ
な
い
場
所
に
は
使
え
な
い
。
状
況
に
応
じ
て
ロ
ボ
ッ

ト
を
使
い
分
け
る
必
要
が
あ
る
。

　

そ
れ
以
外
に
も
続
々
と
日
本
の
ロ
ボ
ッ
ト
が
投
入
さ
れ
よ
う

と
し
て
い
る
。

　
〝
何
故
ア
シ
モ
は
原
発
に
行
け
な
い
ん
で
す
か
？
〟

　

そ
う
問
い
か
け
ら
れ
て
も
何
も
で
き
な
か
っ
た
ホ
ン
ダ
が
、

採
算
を
度
外
視
し
て
製
作
し
た
の
が
〝
高
所
調
査
用
ロ
ボ
ッ
ト
〟。

ア
シ
モ
開
発
の
技
術
者
達
が
社
長
に
直
訴
し
、
ア
シ
モ
で
培
わ

れ
た
技
術
を
駆
使
し
て
開
発
。
ホ
ン
ダ
技
術
者
が
東
京
電
力
に

出
向
き
、
今
福
島
原
発
で
困
っ
て
い
る
作
業
に
つ
い
て
調
べ
た

と
こ
ろ
、
原
発
建
屋
高
所
の
状
況
が
不
明
で
あ
り
そ
こ
を
調
査

し
た
い
と
の
こ
と
。
確
か
に
海
外
製
の
ロ
ボ
ッ
ト
や
日
本
の
研

究
機
関
、
メ
ー
カ
ー
で
そ
の
よ
う
な
物
が
な
い
。
そ
こ
で
ホ
ン

ダ
の
技
術
者
は
、
原
発
建
屋
の
内
部
構
造
か
ら
必
要
な
高
さ
距

離
を
把
握
わ
ず
か
３
ヶ
月
と
い
う
短
期
間
で
設
計
、
１
号
機
を

完
成
さ
せ
た
。（
写
真
③
）

　

ロ
ボ
ッ
ト
の
通
常
高
さ
は
1.8
ｍ
で
あ
る
が
、
高
所
調
査
ア
ー

ム
は
最
大
７
ｍ
ま
で
伸
び
る
。
こ
の
ロ
ボ
ッ
ト
は
、
今
年
の
６

月
よ
り
福
島
原
発
に
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　

他
に
も
原
子
力
発
電
を
開
発
し
て
い
る
日
立
・
東
芝
が
他
メ
ー

カ
ー
と
協
力
し
て
原
発
内
の
調
査
等
を
行
え
る
シ
ス
テ
ム
を
製

作
中
で
あ
り
、
数
十
年
か
か
る
除
染
・
廃
炉
に
向
け
て
日
夜
努

力
し
て
い
る
。

　

次
回
は
災
害
対
応
ロ
ボ
ッ
ト
の
推
進
に
貢
献
し
て
い
る
国
際

レ
ス
キ
ュ
ー
シ
ス
テ
ム
研
究
機
構
に
つ
い
て
、
詳
し
く
述
べ
た
い
。

①千葉工業大学・国際レスキューシス
テム研究機構・東北大学Quince

②三菱重工業　遠隔作業ロボット　
MHI- マイスターMARS

③ホンダと産総研で開発したロボット
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西
置
賜
雇
用
対
策
協
議
会
（
四
釜
清
五

郎
会
長
）
と
長
井
公
共
職
業
安
定
所
が
共

催
し
、
学
校
側
と
会
員
企
業
と
の
情
報
交

換
会
を
は
ぎ
苑
で
開
催
し
た
。
西
置
賜
管

内
の
学
校
の
進
路
指
導
担
当
教
諭
と
会
員

企
業
の
人
事
担
当
者
が
一
堂
に
会
し
、
来

春
卒
業
予
定
者
の
進
路
状
況
や
、
企
業
の

求
人
活
動
状
況
に
つ
い
て
情
報
交
換
す
る

場
と
な
っ
て
い
る
が
、
今
回
か
ら
会
議
形

態
で
は
な
く
、
参
加
企
業
の
ブ
ー
ス
を
学

校
側
が
訪
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
面
談
す
る
形

式
を
と
っ
た
と
こ
ろ
、
お
互
い
が
効
率
よ

く
必
要
な
情
報
を
入
手
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
会
員
企
業
12
社
と
学
校
9
校
の
ほ
か
、

行
政
等
の
担
当
者
が
参
加
し
た
。

　

長
井
商
工
会
議
所
青
年
部
会
（
鈴
木
英

明
会
長
）
は
、
会
津
若
松
、
喜
多
方
、
米

沢
、
長
井
の
各
商
工
会
議
所
青
年
部
の
交

流
を
深
め
る
た
め
各
地
で
持
ち
回
り
で
開

催
さ
れ
て
い
る
四
単
会
交
流
会
に
参
加
。

7
月
27
日
に
米
沢
市
で
開
催
さ
れ
た
交
流

会
と
翌
日
の
「
Ｙ
─
１
グ
ル
メ
グ
ラ
ン
プ

リ
」
に
参
加
し
情
報
交
換
を
行
っ
た
。

　

8
月
3
日
に
は
「
な
が
い
水
ま
つ
り
」

に
売
店
出
店
。
長
井
市
青
年
団
体
連
絡
協

議
会
の
ブ
ー
ス
で
焼
き
そ
ば
や
ど
ん
ど
ん

焼
き
を
販
売
し
、
ま
つ
り
を
大
い
に
盛
り

上
げ
た
。

　

消
費
税
率
の
2
段
階
引
き
上
げ
に
伴
う
、

中
小
・
小
規
模
事
業
者
の
経
営
に
及
ぼ
す

影
響
を
最
小
限
に
止
め
る
た
め
、
商
工
会

議
所
で
は
価
格
転
嫁
対
策
、
経
過
措
置
対

応
な
ど
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施
や
相

談
窓
口
開
設
を
行
っ
て
い
る
。
今
回
、
特

に
契
約
に
関
す
る
注
意
点
と
諸
問
題
の
対

応
に
重
点
を
置
き
、
建
設
業
や
製
造
業
の

消
費
税
対
策
を
説
明
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
Ｔ

Ａ
Ｓ
を
会
場
に
開
催
し
た
。
山
崎
税
務
会

計
事
務
所
代
表
の
山
崎
健
氏
が
講
師
と
し

て
、
消
費
税
増
税
に
伴
う
企
業
の
対
応
法

と
契
約
に
起
こ
り
が
ち
な
ト
ラ
ブ
ル
に
つ

い
て
事
例
を
交
え
解
説
。
約
30
名
が
受
講

し
た
。

7/25

学
校
と
企
業
の
情
報

交
換
会

雇用対策
協 議 会

7・8月

7/26

各
種
事
業
報
告

建
設
・
製
造
業
向

け
セ
ミ
ナ
ー
開
催

青年部会

　

8
月
9
日
に
は
、
あ
や
め
会
館
に
お
い

て
第
1
回
臨
時
総
会
を
開
催
し
、
平
成
26

年
度
会
長
選
任
及
び
補
正
予
算
を
可
決
。

鈴
木
英
明
会
長
の
再
任
を
決
め
た
。

　

8
月
19
日
に
は
、
婚
活
イ
ベ
ン
ト
「
月

曜
日
休
み
の
人　

集
ま
れ
」
を
グ
ラ
ン
パ

リ
ス
パ
ー
テ
ィ
リ
ゾ
ー
ト
で
主
催
。
置
賜

地
方
を
中
心
に
男
性
22
人
、
女
性
12
人
が

参
加
し
た
。
自
己
紹
介
や
ゲ
ー
ム
、
お
茶

会
を
経
て
、
パ
ー
ト
ナ
ー
を
探
し
、
最
終

的
に
3
組
の
カ
ッ
プ
ル
が
誕
生
し
た
。

消 費 税
転嫁対策

●今回初の試みとなる面談型情報交換会

●次年度会長を選任した青年部第１回臨時総会

●月曜日休みの人対象の婚活イベント ●米沢で開催された置賜・会津の四単会交流会

●消費税転嫁対策セミナーは今年度４回実施予定
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詳しくは長井商工会議所（TEL：84 � 5394）までご連絡お願いします。

　

山
形
県
の
委
託
を
受
け
県
内
の
商
工
会

議
所
が
今
年
度
取
り
組
む
「
や
ま
が
た

チ
ャ
レ
ン
ジ
創
業
応
援
事
業
」
の
一
環
と

し
て
、
「
お
き
た
ま
創
業
塾
」
が
米
沢
商

工
会
議
所
で
開
催
さ
れ
た
。
置
賜
地
方
の

商
工
会
議
所
・
商
工
会
等
で
構
成
す
る

「
や
ま
が
た
チ
ャ
レ
ン
ジ
創
業
応
援
セ
ン

タ
ー
置
賜
地
区
」
が
主
催
し
、
創
業
を
志

す
20
名
の
受
講
者
が
3
日
間
に
わ
た
る
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
受
講
。
全
体
を
通
し
芳
賀

敏
明
税
理
士
が
講
師
を
務
め
、
8
月
2
日

に
開
か
れ
た
2
日
目
に
は
、
創
業
体
験
者

と
し
て
㈱
ブ
ラ
ン
ド
ォ
レ
の
小
松
龍
侍
さ

ん
が
講
師
を
務
め
、
自
身
の
体
験
談
を

語
っ
た
。
最
終
3
日
目
と
な
る
8
月
8
日

に
は
受
講
者
に
修
了
証
書
が
授
与
さ
れ
た
。

修
了
者
は
山
形
県
融
資
制
度
の
金
利
優
遇

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

長
井
商
工
会
議
所
女
性
会
（
鈴
木
富
美

子
会
長
）
は
、
は
ぎ
苑
多
夢
炉
を
会
場
に
、

各
委
員
会
が
実
施
事
業
と
今
後
の
予
定
に

つ
い
て
報
告
す
る
全
体
会
議
を
開
催
し
た
。

久
保
桜
湯
茶
接
待
か
ら
始
ま
り
、
長
井
お

ど
り
大
パ
レ
ー
ド
参
加
を
経
て
、
趣
味
の

園
芸
（
9
月
22
日
㈰
Ｅ
テ
レ
放
送
予
定
）

取
材
協
力
ま
で
の
事
業
報
告
と
、
9
月
に

仙
台
市
で
開
催
さ
れ
る
女
性
会
全
国
大
会

を
含
む
今
後
の
事
業
予
定
が
各
委
員
長
か

ら
説
明
さ
れ
、
今
後
の
事
業
計
画
に
つ
い

て
検
討
し
合
っ
た
。
会
議
に
は
会
員
30
名

が
参
加
し
た
。

7/30

創
業
塾
３
回
実
施

創業支援

8/20

全
体
会
議
開
催

女性会

●置賜地域内で創業を志す人たちが集まった

●女性会全体会議の集合写真

小規模企業共済加入者へのご案内
災害時貸付けの概要

1. 貸付対象者
　50 万円以上の貸付限度額を有する共済契約者であって、災害救助法の適用される災害の被災区域内に事業所（※）
を有し、かつ、当該災害の影響により次の⑴または⑵の要件に該当し、その旨の証明を商工会、商工会議所、中
小企業団体中央会その他相当の団体から受けていること。 
⑴被災区域内にある事業所または主要な資産（※）について全壊、流失、半壊、床上浸水その他これらに準じる

損害を受けていること。 
⑵ 当該災害の影響を受けた後、原則として 1 月間の売上高（※）が前年同月に比して減少することが見込まれる

こと。 
※共済契約者が共同経営者の場合はその共同経営者の個人事業主の事業に関するもの、共済契約者が会社等の役

員の場合はその会社等の事業に関するものとなります。 

2. 貸付条件 
⑴貸付限度額：原則として納付済掛金の合計額に掛金納付月数に応じて 7 割〜 9 割を乗じて得た額（50 万円以上

で 5万円の倍数となる額）と 1,000 万円のいずれか少ない額 
⑵貸 付 利 率：年 0.9%（平成 25 年 7月 1日現在） 
⑶貸 付 期 間：貸付金額 500 万円以下 36 ヶ月 505 万円以上 60 ヶ月 
⑷償 還 方 法：6ヶ月ごとの元金均等割賦償還 
⑸担保、保証人：不要 
⑹借 入 窓 口：商工中金 本支店 



12



会 員 談 話 室

13

事　業　所　名 前代表者 新代表者

日本防災工業㈱長井営業所 濱 田 善 弘 加藤富士雄

ウ メ ツ 電 子 工 業 梅 津 清 二 梅 津 清 隆

㈱ 山 口 製 作 所 山 口 秋 男 山 口 直 人

菅 製 麩 所 菅　 筆 夫 菅　　光一郎

平 林 商 店 平　　彰　八 平　 寿 子

●代表者名変更のお知らせ （敬称略）

➡

➡

➡

➡
➡

　

近
頃
は
少
雨
で
水
不
足
、
降
っ
た
ら
降
っ
た
で
浸
水
や
水
没
。
時
に
洪

水
、
土
砂
崩
れ
。
冬
に
な
れ
ば
大
雪
（
豪
雪
）、
雪
崩
。
他
に
も
地
震
、
津
波
、

火
山
噴
火
の
可
能
性
と
、
こ
う
考
え
る
と
天
災
が
多
い
国
で
す
。

　
「
ゲ
リ
ラ
豪
雨
」
で
検
索
し
て
み
ま
し
た
。
２
０
０
８
年
の
流
行
語
大
賞

に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
た
の
で
、
非
常
に
勘
違
い
し
や
す
い
の
で
す
が
、
元
々
は

１
９
６
９
年
8
月
か
ら
使
わ
れ
始
め
ら
れ
た
言
葉
ら
し
い
。
た
だ
し
一
般
の

気
象
用
語
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
気
象
庁
な
ど
は
局
所
的
大
雨
、
局
所
豪
雨
と

言
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

今
で
は
す
っ
か
り
定
着
し
て
い
る
ゲ
リ
ラ
豪
雨
と
い
う
言
葉
で
す
が
あ
ま

り
快
く
思
っ
て
い
な
い
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

似
た
よ
う
な
言
葉
で
反
発
が
多
い
言
葉
「
爆
弾
低
気
圧
」
が
あ
り
ま
す
。「
爆

弾
」
に
し
て
も
「
ゲ
リ
ラ
」
に
し
て
も
言
葉
は
軍
事
を
連
想
さ
せ
不
適
切
と

す
る
見
方
や
既
に
集
中
豪
雨
や
ス
コ
ー
ル
な
ど
同
義
・
類
義
語
が
あ
る
中
で
、

わ
ざ
わ
ざ
新
語
を
採
用
す
る
必
要
は
な
い
と
い
う
考
え
か
ら
、使
用
に
否
定
・

批
判
的
な
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

ど
ち
ら
に
し
て
も
、
日
本
が
天
災
が
多
い
こ
と
は
事
実
で
す
。
こ
う
い
っ

た
天
災
は
経
済
活
動
に
も
関
わ
り
ま
す
し
、
大
き
な
災
害
の
際
は
救
済
活
動

に
我
々
の
税
金
が
使
わ
れ
ま
す
。

　

天
災
が
起
き
な
い
に
越
し
た
こ
と
は
無
い
の
で
す
が
、
こ
の
よ
う
に
天
災

が
起
き
や
す
い
こ
と
を
若
干
頭
の
中
に
踏
ま
え
て
家
庭
内
・
会
社
内
で
も
非

常
食
や
非
常
水
な
ど
し
っ
か
り
と
し
た
防
災
準
備
を
す
る
必
要
が
あ
る
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｔ
・
Ｔ
）

編

後

集

記

＋今月の献血＋

9月 6日㈮

ＨＯＹＡ㈱ペンタックスライフケア事業部山形事業所 9:00～11:00

山形中央信用組合 13:00～14:00

協 同 薬 品 工 業 ㈱ 15:00～16:00

☆全血のみで、200mℓと 400mℓの全血献血ができます。

8月の常議員会
　■日　時　8月 21 日㈬　　　 ■出席者　10 名
　■議　題　（すべて承認）

第 1号議案
　2号議員の部会割当数と選任期間について
第 2号議案
　3号議員の承認について（10 名）
第 3号議案
　第 32 回臨時議員総会開催の同意及び提出議案について
　日時：平成 25 年 11 月 1 日㈮　午後 4時
　会場：タス 2階　バンケットホール

【報告事項】
　○優良従業員表彰式について

●議員職務執行者の変更

　当所３号議員、山形中央信用組合
の川崎正弘氏が退任され、渋谷道治
氏が議員の職務執行を行うことにな
りましたのでお知らせいたします。

平成 25 年度 労働保険適正加入促進事業 事業主説明会
労働保険に関する事業主説明会

日時：平成 25 年 9 月 ４ 日㈬　午前 10：00〜11：50
場所：タスパークホテル　３階　アイリス
内容：「ハローワークを上手に活用しよう！　−求人申込・各種助成金等−」
 講師：長井公共職業安定所　担当官
　　　　　　　「労働災害防止について」
 講師：米沢労働基準監督署　担当官

【問い合わせ】長井商工会議所　TEL：0238 � 8４ � 539４

第 135 回　日商簿記検定試験
試 験 日：平成 25 年 11 月 17 日㈰
受付期間：平成 25 年 9 月 27 日㈮ 〜10 月 18 日㈮
受 験 料：1 級 7,500 円 2 級 ４,500 円

3 級 2,500 円 ４ 級 1,600 円
申 込 み：当所窓口にて直接申込みいただくか、当所
　　　　　ホームページより申し込みください。

おめでとうございます

平成 26 年１月から、記帳・帳簿等の保存制度の対象者が拡大されます
　個人の白色申告者のうち前々年分あるいは前年分の事業所得、不動産
所得又は山林所得の金額の合計額が 300 万円を超える方に必要とされて
いた記帳と帳簿書類の保存が、平成 26 年１月からは、これらの所得を
生ずべき業務を行う全ての方（所得税の申告の必要がない方を含みま
す。）について必要となります。
　記帳・帳簿等の保存制度や記帳の内容の詳細は、国税庁ホームページ

（http://www.nta.go.jp）に掲載されていますので、ご覧ください。
　詳しくは、最寄りの税務署にお問い合わせください。

第 26回全国菓子大博覧会・広島
＊農林水産大臣賞　　　　　　　　久保桜クッキー　白山堂芳賀
＊厚生労働省職業能力開発局長賞　福ゆべし　　  菓子司 福田屋
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●地域産業資源活用事業化促進事業
　

大
阪
市
浪
速
区
の
「
新
世
界
串
か
つ
振
興
会
」
主
催
の
『
第
2

回
串
か
つ
グ
ラ
ン
プ
リ
』
に
長
井
商
工
会
議
所
が
提
案
し
た
「
馬

肉
チ
ャ
ー
シ
ュ
ー
串
」
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
商
品
化
さ
れ
て
い
る
。

8
月
9
日
に
中
間
発
表
イ
ベ
ン
ト
が
開
か
れ
、
「
馬
肉
チ
ャ
ー
シ

ュ
ー
串
」
は
３
８
４
本
を
売
り
上
げ
、
12
品
目
中
5
位
で
あ
る
こ

と
が
分
か
っ
た
。
8
月
末
ま
で
の
売
上
本
数
総
計
が
9
月
7
日
に

発
表
さ
れ
グ
ラ
ン
プ
リ
が
決
定
す
る
。

串
か
つ
Ｇ
Ｐ
暫
定
５
位
！

●
日
大
山
形
ナ
イ
ン
が
甲
子
園
で
活
躍
し

た
け
ど
、
ボ
ク
も
新
世
界
で
が
ん
ば
っ

て
た
ニ
ッ
ク
！

●Ａグループの串かつ（2本ずつ）。
【左上】馬肉チャーシュー串（5位：
３８４本）、【右上】じゃこ天チーズ
ロール串（4位：４１３本）、【左下】
よもぎだんご串（11 位：２２２本）、
【右下】出世芋串（12 位：１５８本）

ウマドキ通信 「ながい馬肉の日」
マスコット・キャラクター
バーニック・ナガイ

バーニック・ナガイ活動報告

あらまち薬師子ども祭りのドタバタ劇
に出演しました。（薬師寺）
串かつグランプリ中間発表イベント
（大阪市浪速区）で「馬肉チャーシュー
串」をＰＲしてきました。
タウン情報誌「ヨミウリウェイ」に載
りました。
テレビユー山形「Ｎスタやまがた」旬
なびコーナーに出演しました。
ながい馬肉の日に、市内各地に登場し
ました。

◆ 8/1

◆ 8/9

◆ 8/10

◆ 8/16

◆ 8/29

バーニック・ナガイ出没予報

日本一の芋煮会（山形市）
に登場します。
第 6回百年縁日会場内「串かつグランプ
リ発表」に登場します。（大阪市浪速区）
タウン情報誌「ヨミウリウェイ」に載
ります。
ゆるキャラグランプリ 2013 に出馬し
ます。
1000 人芋煮会に登場します。

◆ 9/1

◆ 9/7

◆ 9/10

◆ 9/17

◆ 9/23 

大阪
新世界第１回　バーニックいちおし！

馬肉グルメダービー エントリー発表
【応援メッセージ募集中】──────────────────
長井のおいしい馬肉料理が集まりました。
・さくらフランク　　・バーニックソフトサラミ
・馬肉のロースト 行者菜と青トマトのジャム
・馬行菜米メンチカツ　　・馬肉旨煮　　
・さくらドライソーセージ　　・支那そば
・馬肉チャーシューメン　　・そばやのチャーシュー
・さくらユッケ　　・バーニック弁当　馬いニック！
・馬肉串カツ　　・馬肉カレー　　・さくら肉だんご
・特選馬刺し（ロース肉）　　・旨 sio いも煮　　・馬刺し
・馬チャーシュー　　・馬旨っ！スモーク　　・肉だんご
・馬旨煮　　・冷たいさくらそば　　・さくら（馬）肉の旨煮
・ラララララスク　箱入れ　　・ラララララスク　５袋入れ

【スケジュール】──────────────────────
 9 月下旬   審査
 9 月 30 日  審査結果通知
10 月 19 日　審査結果発表
詳しくは「ながいタウンなび」で！

【お問い合わせ】──────────────────────
長井商工会議所 中小企業相談所 地域振興係（梅津・山口）
TEL：84 � 5394／ FAX：88 � 3778　

馬肉料理コンテ
スト
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